
１６年度卒 過年度卒 総計
男 女 計 男 女 計 男 女 計

国 立 大 学 ６６ ４８ １１４ ５ ３ ８ ７１ ５１ １２２

公 立 大 学 ２ １３ １５ １ １ ３ １３ １６

国 公 立 大 計 ６８ ６１ １２９ ６ ３ ９ ７４ ６４ １３８

準 大 学 ３ ３ ６ ２ ２ ５ ３ ８

私 立 大 学 １３８ １３１ ２６９ ９ ３ １２ １４７ １３４ ２８１

国 公 立 短 大 ５ ５ ５ ５

私 立 短 大 １ １３ １４ １ １３ １４

高等看護学校 ２ ６３ ６５ ２ ６３ ６５

各 種 学 校 １９ ２１ ４０ １９ ２１ ４０

総 計 ２３１ ２９７ ５２８ １７ ６ ２３ ２４８ ３０３ ５５１

平
成
十
七
年
四
月
八
日
、

桜
の
花
、
爛
漫
と
咲
き
誇

る
中
、
島
原
高
校
の
入
学

式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

軽
快
な
音
楽
と
と
も
に
新

入
生
が
入
場
し
、
開
式
の

辞
・国
歌
斉
唱
の
あ
と
、
校

長
に
よ
る
入
学
許
可
宣
言
。

校
長
式
辞
の
あ
と
、

一
年
七
組
の
森
﨑

一
宏
君
が
新
入
生

を
代
表
し
て
「
た
だ

い
ま
入
学
を
許
可

さ
れ
ま
し
た
私
た
ち

二
百
六
十
名
は
、

県
立
島
原
高
等
学

校
の
生
徒
と
し
て
校

則
を
守
り
、
学
業
に

専
念
す
る
と
と
も
に
、

伝
統
を
継
承
し
、
新

し
い
歴
史
の
想
像
に

邁
進
（ま
い
し
ん
）す

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
力
強
く
宣
誓
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
生
徒
会
常
任
委
員
長
の
宮
元
明
彦
君

が
「歓
迎
の
こ
と
ば
」を
述
べ
、
一
年
一
組
の

山
本
真
美
さ
ん
が
「新
入
生
代
表
挨
拶
」を

し
ま
し
た
。
最
後
は
全
員
で
校
歌
斉
唱
、
閉

会
の
辞
で
式
は
終
了
。
厳
か
な
中
に
も
希
望

を
感
じ
さ
せ
る
ス
タ
ー
ト
の
式
で
し
た
。

六
十
回
生
の
合
格
、
お
よ
び
入
学
、
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
元
年
生
ま
れ
が

大
半
の
新
入
生
、
一
学
年
七
ク
ラ
ス
体
制
へ

の
移
行
完
了
、
三
学
年
が
新
課
程
を
経
て

入
学
し
て
き
た
生
徒
で
揃
う
、

な
ど
六
十
と
い
う
き
り
の
い
い

数
字
も
手
伝
っ
て
か
、
六
十
回

生
は
一
つ
の
節
目
の
学
年
と
な

り
そ
う
で
す
。
ま
た
、
理
数
科

も
発
足
三
年
目
を
迎
え
、
そ
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

希
望
に
満
ち
た
初
々
し
い
笑
顔

で
お
堀
ま
わ
り
の
桜
の
下
を
歩

く
そ
の
姿
は
、
こ
れ
か
ら
の
彼
ら

の
躍
進
を
予
感
さ
せ
る
か
の
よ
う
で
す
。
無

論
、
高
校
生
活
が
厳
し
い
一
面
を
持
っ
て
い

る
こ
と
も
確
か
で
す
。
学
習
、
お
よ
び
部
活

動
は
質
・量
と
も
に
格
段
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、

生
活
面
で
も
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
基
準
で

の
姿
勢
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
慣
れ
る
ま
で
は

楽
し
さ
よ
り
も
苦
し
さ
が
先
に
立
つ
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
島
高
生
が

そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
「き
つ
い
け
れ
ど
も
充

実
し
た
高
校
生
活
」を
六
十
回
生
も
し
っ
か

り
歩
ん
で
い
っ
て
く
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
そ
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
の
方
で
も
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（第
一
学
年
主
任

釘
島
正
智
）
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青

き

楓

満
開
の
桜
の
下
、
去
る
八
日

第
六
十
回
生
二
百
六
十
名
が
入

学
し
ま
し
た
。
島
高
生
活
へ
の

期
待
と
決
意
を
み
な
ぎ
ら
せ
た

真
新
し
い
制
服
姿
は
初
々
し
く
、

見
る
私
ま
で
清
々
し
く
嬉
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら

の
今
後
の
成
長
を
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
も
こ
の
島
高

だ
よ
り
「
青
き
楓
」
を
発
行
し
、

本
校
教
育
の
最
新
の
情
報
発
信

を
行
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
度
同
様
、
ご
愛
読
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。
今
年
度
は

保
護
者
の
皆
様
の
お
手
元
に
直

接
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
工
夫

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
お

読
み
に
な
っ
て
の
ご
感
想
等
、

ご
遠
慮
な
く
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

十
七
年
度
の
本
校
教
育
活
動

の
重
点
目
標
を
お
示
し
い
た
し

ま
す
。
「
伝
統
の
中
に
新
た
な

挑
戦
を
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
の
下
、
次
の
四
本
の
大
き
な

柱
を
掲
げ
ま
し
た
。

一

本
校
教
育
改
革
実
践
の

充
実
と
発
展

二

校
是
「
文
武
両
道
」
の

実
践
に
よ
る
「
島
高
魂
」

と
「
品
位
」
の
涵
養

三

豊
か
な
心
の
育
成

四

目
標
の
共
有
化
及
び
分

掌
・
学
年
・
教
科
の
有

機
的
な
連
携
の
推
進

教
職
員
一
同
、
生
徒
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
夢
づ
く
り
を
常
に

念
頭
に
置
き
、
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

第６０回生

ようこそ島高へ ～夢実現への第一歩～

平成１７年入試結果報告
（平成１７年３月２９日集約）
合格者総数(延べ数，国公立大
学は２部を除く)

（短評） 昨年度に比べ，国公立・私立とも合格者増の結果になった。
特に，国立・私立を問わず難関大・医学部の合格者数は県内トップレベ
ルを維持できたこととあわせ，後輩への励みとなるだろう。

※主な合格校（現役のみ）
東京大１名 京都大１名 大阪大１名

東京工業大１名 北海道大学１名 お茶の水女子大１名 神戸大１名
筑波大 ２名 九州大９名 広島大４名 長崎大１８名
熊本大１３名 国立医学部医学科２名 国立薬学部１名
防衛大 ２名 青山学院大１名 慶応大２名
中央大 １名 国際基督教大１名 津田塾大１名 明治大１名
早稲田大３名 南山大１名 立命館大９名 関西大 １名
関西学院大１名 西南学院大４名 福岡大２７名 久留米大１０名
中村学園大３名 長崎純心大７名 活水女子大６名

進路指導部から

一
学
年
か
ら



【
剣
道
部
】

平
成
十
六
年
度
第
十
四
回
全
国
高
等
学
校
剣
道

選
抜
大
会
（
３
／
２
８
）

三
浦
敦
史

優
秀
選
手

第
三
十
四
回
魁
星
旗
争
奪
全
国
高
校
勝
抜

剣
道
大
会
（
３
／
３
１
）

男
子
団
体

準
優
勝

麻
生
邦
義

優
秀
選
手
賞

【
レ
ス
リ
ン
グ
部
】

風
間
杯
第
四
十
八
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
レ
ス
リ

ン
グ
大
会
（
３
／
２
９
）

84
kg
級

本
田
博
士

第
３
位

96
kg
級

馬
場
祐
太
朗

第
３
位

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子
】

第
十
七
回
西
日
本
高
等
学
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
（
３
／
２
７
）

男
子
団
体

優
勝

【
テ
ニ
ス
部
男
子
】

平
成
十
六
年
度
長
崎
県
高
等
学
校
春
季
テ
ニ
ス
競

技
中
地
区
大
会
（
３
／
３
０
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス

菅
・
野
原
組

準
優
勝

【
ラ
グ
ビ
ー
部
】

平
成
十
六
年
度
第
六
回
九
州
高
等
学
校
十
人
制

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
３
／
２
７
）

三
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

第
三
位

今
年
も
新
た
に
十
二
名
の
先
生
方
を
お
迎
え
し
ま
し

た
。
先
生
方
へ
お
願
い
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
か
ら
、

①
趣
味
・
特
技
、
②
自
己
Ｐ
Ｒ
を
一
部
だ
け
紹
介
し

ま
す
。

○
伊
藤
元
好
（
い
と
う
も
と
よ
し
）
教
頭
先
生
（
数

学
）
①
野
菜
作
り
。
②
明
る
く
楽
し
く
人
と
接
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

○
植
木
幹
彦
（
う
え
き
み
き
ひ
こ
）
先
生
（
音
楽
）

①
特
に
な
し
。
②
自
然
体
で
い
き
た
い
、
音
楽
も
然

り
で
あ
る
。

○
峯
陽
子
（
み
ね
よ
う
こ
）
先
生
（
英
語
）

①
テ
ニ
ス
、
ス
キ
ー
、
華
道
、
茶
道
。
②
明
朗
・
活

発
、
早
合
点
し
や
す
い
。

○
松
永
由
美
（
ま
つ
な
が
ゆ
み
）
先
生
（
国
語
）

①
読
書
、
中
国
語
の
勉
強
と
中
国
旅
行
。
②
ご
く
お

と
な
し
い
人
間
で
す
。

○
吉
田
英
雄
（
よ
し
だ
ひ
で
お
）
先
生
（
数
学
）

①
三
人
の
息
子
と
の
入
浴
、
早
起
き
、
野
球
。
②
島

原
高
校
三
十
五
回
生
。

○
吉
永
真
二
（
よ
し
な
が
し
ん
じ
）
先
生
（
化
学
）

①
ド
ラ
イ
ブ
、
野
球
、
英
検
準
一
級
。
②
何
事
に
も

一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
す
。

○
川
口
祐
紀
（
か
わ
ぐ
ち
ゆ
う
き
）
先
生
（
数
学
）

①
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
パ
ソ
コ
ン
。
②
新
卒
で
は
な
い

が
新
卒
並
み
に
動
き
ま
す
。

○
蒼
下
和
敬
（
く
さ
も
と
か
ず
た
か
）
先
生
（
地
理
）

①
写
真
、
パ
ソ
コ
ン
。
②
視
聴
覚
機
器
を
使
っ
て
生

き
た
授
業
を
作
り
た
い
。

○
松
永
彩
子
（
ま
つ
な
が
さ
い
こ
）
先
生
（
英
語
）

①
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
社
交
ダ
ン
ス
。
②
苦
し
い
時
こ

そ
笑
顔
、
声
が
大
き
い
。

○
山
下
さ
ゆ
り
（
や
ま
し
た
さ
ゆ
り
）
先
生
（
家
庭
）

①
音
楽
鑑
賞
、
書
道
八
段
。
②
い
つ
で
も
明
る
く
笑

顔
を
絶
や
さ
な
い
。

○
山
口
智
子
（
や
ま
ぐ
ち
と
も
こ
）
先
生
（
事
務
）

①
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゴ
ル
フ
。
②
体
力
だ
け
に
は
自

信
が
あ
り
ま
す
。

他
に
生
物
の
宮
本
武
久
（
み
や
も
と
た
け
ひ
さ
）
先

生
が
週
に
二
日
間
見
え
ま
す
。
一
日
も
早
く
、
先
生

方
の
パ
ワ
ー
全
開
の
御
活
躍
を
お
祈
り
す
る
次
第
で

す
。

文
責
・
山
添
教
頭

お
子
様
の
進
級
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
よ

い
よ
中
堅
学
年
と
し
て
、
学
校
の
中
核
を
担
っ
て
い

く
年
を
迎
え
ま
し
た
。
新
し
い
ク
ラ
ス
で
ま
だ
な
じ

ん
で
い
な
い
生
徒
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
人
は
人
と

の
出
会
い
や
交
流
の
中
で
、
心
を
成
長
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
新
し
い
出
会
い
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
思
い

ま
す
。

さ
て
、
共
同
通
信
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト
～
学
校
教
育

に
要
望
す
る
こ
と
～
で
は
「
人
付
き
合
い
な
ど
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
」
、
「
基
礎
学
力
向
上

な
ど
徹
底
し
た
学
習
」
、
「
礼
儀
作
法
な
ど
社
会
常

識
や
ル
ー
ル
の
指
導
」
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

昨
年
の
入
学
以
来
、
生
徒
一
人
一
人
が
自
信
を
持

ち
、
胸
を
は
っ
て
島
高
を
巣
立
っ
て
い
っ
て
欲
し
い

と
い
う
思
い
で
、
五
九
回
生
の
指
導
に
あ
た
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
授
業
、
部
活
動
、
総
合
学
習
、
行
事

や
奉
仕
活
動
な
ど
を
通
じ
て
前
述
の
よ
う
な
力
を
育

成
し
て
い
き
ま
す
。
高
校
時
代
で
し
か
や
れ
な
い
こ

と
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ

ず
、
同
じ
志
を
共
有
す
る
仲
間
と
共
に
、
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
夢
の
実
現
の
た
め
に
、
我
々
も
精
一
杯
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

本
年
度
も
御
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

（
第
二
学
年
主
任

相
川
保
彦
）

新
た
な
先
生
方
を
迎
え
、
五
八
回
生
の
三
年
生
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
北
校
舎
三
階
と
四
階
か
ら
眺

め
る
景
色
に
「
い
よ
い
よ
仕
上
げ
の
一
年
だ
」
と
い

う
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。
最
初
の
学
年
集
会
で
、

①
ハ
ー
ト
を
熱
く
燃
や
す
、
②
生
活
〔
健
康
、
生
活

習
慣
、
容
儀
〕
が
肝
心
、
③
学
習
と
部
活
動
の
両
輪

を
廻
す
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

初
め
て
の
先
生
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
も
慣
れ
、
改

修
工
事
も
完
全
に
終
わ
っ
た
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、

進
路
実
現
に
向
け
て
歩
き
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
十

年
後
、
二
十
年
後
の
将
来
を
描
き
、
そ
れ
を
現
実
の

も
の
に
す
る
た
め
に
は
相
当
の
努
力
を
要
し
ま
す
。

生
徒
、
保
護
者
、
教
師
が
互
い
に
協
力
し
合
い
励
ま

し
合
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

正
課
の
授
業
以
外
に
も
、
早
朝
・
放
課
後
補
習
、
自

学
な
ど
、
多
く
の
時
間
を
生
徒
と
共
に
過
ご
す
こ
と

で
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
理
解
し
、
適
切
な
進
路
指

導
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

多
く
の
生
徒
が
卒
業
と
共
に
家
庭
を
離
れ
社
会
に

飛
び
立
ち
ま
す
。
こ
の
一
年
が
保
護
者
の
方
に
と
っ

て
も
充
実
し
た
一
年
で
あ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

（
第
三
学
年
主
任

酒
井
俊
治
）

Ｈ１７第１号（通巻第７号） 青き楓～島高だより～ 平成１７年４月２２日（金）

１９日（火）１年雲仙合宿研修（～２２日）
２５日（月）１年早朝補習開始
２８日（木）歓迎遠足
２９日（金）３年小論模試

２日（月）理数科課題研究発表会
７日（土）土曜講座②
９日（月）代休

１３日（金）中間考査
１４日（土）公開授業・ＰＴＡ総会
１５日（日）３年対外模試
２０日（金）公務員模試②
３０日（月）代休
３１日（火）高総体壮行式

３日（金）高総体総合開会式
高総体（～６日）

６日（月）森岳城清掃
７日（火）代休
８日（水）高総体報告会

１１日（土）３年県下一斉模試
２年県下一斉実力試験
１年校内実力テスト
英検

１３日（月）３年放課後補習開始
１８日（土）土曜講座③

２年進路講演会
３年対外模試（～１９日）

２５日（土）土曜講座④
３年進路講演会
公務員模試③

２８日（火）期末考査（～７月１日）

http://www.shimabara-h.ed.jp/ 〒855-0036 島原市城内２丁目1130番地 TEL:0957-62-4155，63-7100

二
学
年
か
ら

転
任
者
紹
介

部
活
動
の

活
躍
状
況

三
学
年
か
ら


